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4.学生の成長 と､ いろんなことをや りなが ら社会 と自分を見つめ､選択能力を育成することの重要性｡
そういうことで､学生の成長ということを考えますと､例えば選択能力というのが重要だと思いますけれども､ど
れだけそういうことを発揮しているのか､あるいは身につけようとしているかということがあるように思います｡学
部選択とか､ゼミ選択､就職選択｡広島大学の卒業生アンケー トを見て思うのですが､それにならって今､立命でも
卒業生アンケートを取り組んでいるところですけれども､結局高等学校の進路指導､進学指導ですね､これが何をやっ
ているのだろうと後から思うんですね｡学部選択ということで､本当に自分のやりたいことを考えながら､選択でき
ている人がどれだけいるかという問題があると思います｡ゼミ選択でも同じだと思います｡例えば､立命の経済学部
にいるとします｡40人ちかい専門の先生がいます.ゼミ選択をするときに､一人の選択をする学生は､何人の専門の
先生を知っているのかということがあると思うのです｡ほとんどは評判と雰囲気でやっているというふうになってい
るのじゃないかと思います｡ゼミの説明会がありますけれども､ほんの短時間で､一日に全部の先生が壇上につくよ
うな､そういう説明会でわかるのだろうかということがあると思います｡就職についても､こちらはもちろん真剣に
考えているとは思いますけれども､しかし社会についてのなんといいますか､これも世評ふうのイメージで考えてい
る点もないわけではないのではないかと思います｡正課の教学の中でも､できるだけ多くの教員を知る企画､学生の
問題関心､勉強の動機づけを目標とするだけの企画があっていいのではないか､また､卒業生の活躍ぶりやそこで必
要な能力について知る企画が､正課の中にもあっていいのではないかと思います｡
それで､学生の聞き取りをしますと､一定の目標を持っている学生は､成長する､これはある意味では当たり前の
ように思いますけれども､そういうことを本当に考える時期じゃないかと思います｡それから､ リクルートとか福武
書店とか､そういうところでやります､｢学生生活満足度調査｣を見ますと､学生と教員の間はものすごい疎遠とい
いますか､溝があって､何か相談事があっても､教員を相談相手に考えている学生はほとんどいないということになっ
ているのが実状だと思います｡
そういう中で､学生の､学習上の問題意識を明確にするためですけれども､他の大学でもそうだと思いますが､立
命でも､経済学部だったら経済学で一つということではなくて､スポーツでとか､あるいは外国語の副専攻とかそう
いうのを､高度にやっていくというカリキュラム企画を工夫してきているということがあるわけです｡さらに ｢イン
スティチュート｣といいますのは､これは立命用語かもしれませんけれども､副専攻と本来の専攻とのちょうど問く
らいに当たると思います｡単純に新 しい専攻をっくるのではなく､専攻の壁を取り払ったというふうなことで､副専
攻にもできれば､専攻にもできるというものですけれども､文学部で始めまして､経済､経営学部が草津に移転 (98
年ですけれども)する時には､草津キャンパスでも理工学部を含めて三学部にふさわしいものを考えるということに
なっています｡
それから､｢エクステンション｣､これは就職活動のための､大学キャンパスの中にある専門学校みたいな感じになっ
ているわけですが､そういうこともあります｡同じ司法試験を目指すということでも､同じ科目が大学の授業にも何
科目もあるわけですね｡だけれど受けているんですね｡まわりの学生の､参加 している学生の姿勢が違うからこちら
の方が勉強になりますとか､こういうふうに学生の感想が入っていたりするわけです｡同時にまた学生に聞きますと､
｢学生のためには､なりふり構わずやってくれるような､そういう大学であって欲しい｣とか､そういう言い方 もあ
りまして､｢エクステンション｣というのもそれなりに成長しているというふうになる｡
それで私の言いたいことは､比較的ある分野に関心を持ち､そこに熱意があって､やっていく学生については､そ
れをつかむシステムをそれなりに開発してきている､そういうふうになっているわけです｡それから問題を起こす学
生も､学生部や教授会で指導をしないといけない､ということになっています｡ですけれど､その間の普通の学生と
いうのでしょうか､サークルに入っている学生はいいんですけれども､サークルに入っていなくて普通に授業を受け
ているだけの学生というのを､大学はどのように考えているのか､ということがあると思います｡この間､学生自治
会のスローガンというか､廊下のステッカーを見ていましたら､A学部の教授会は学生の半分しか見ていないとか､
そう批判 している言葉がありました｡それをどう考えるかということがあると思います｡
この意味で､あらためて4年間一貫した小集団教育体系をっくるということが必要だと思います｡立命はこういう
ふうにやってきたのですが､いろいろ大学改革をするために､二回生の小クラス､｢講読｣をつぶ して､それでいろ
いろなことを展開したという経過があるわけです｡それによって相当新 しい試みをやってきたわけですが､あらため
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て､4年間一貫した小集団教育体系を作る時期だと思います｡立命の中でもいろいろな学部がありまして､法､経､
営､産社､いわゆる社系の4学部は財政に貢献する学部みたいになっている点が､ないわけではない｡後4つ､理工､
文､国際､政策がありますけれども､それらの学部では､二回生にも基礎演習をずっと置いています｡
それで､クラス担任が必要 じゃないかと私は思います｡現在は基礎演習がありますけれども､それは基礎演習とい
う科目の担当者です｡学生から見て､低回生の学生でも自分の指導教員というのがあって､自分が大学生活上相談事
があったら､比較的気楽に相談に応じてくれる人､そういうふうに構えてくれていると見えることが大事だと思いま
す｡学生は進路のことをはじめいろいろ迷っています｡そういう相談を比較的気楽にできるような先生がいるという
ことが､非常に重要だと思います｡オフィスアワーということが強調されますけれども､一般的にそういうことを置
いて､それが意味のあるようになるかどうかは､私はあやしいと思います｡その前の環境がまだできていないという
ことになっていると思います｡
クラス担任としては何をするのか､学生が学生生活の目標､将来のことをどういうふうに考えているか､一年に一
回くらい､その担当教員が聞いてやるということが必要じゃないかと思います｡それで作文を書かしてもいいし､7､
8人集めて懇談をしてもいいと思いますけれども､これは聞いてあげるということが､学生にとって非常にいいと思
います｡我々は､教えたがりやということになるわけですけれども､きちんとまじめに勉強しろというんではなくて､
勉強以外のことに目標として力点があったとしても､それを聞いてあげるということが､学生の成長にとって意味が
あるのではないかと思います｡
私は一般教育の意義を考える立場にもあるわけですけれども､この点では､設置基準の大綱化以降､東京大学以外
は結局､一般教育を縮小 ･軽視することになってしまっていますが､新しい教養教育の必要性はどのように意識され
てくるのだろうか､旧来の蒸 し返しの主張ではなく､学生の実状をよくふまえて新しく考えなければならないと思い
ます｡
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